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2008 年3 月25 日 

各  位 

株 式 会 社 メ イ テ ッ ク 

代 表 取 締 役 社 長  西 本  甲 介 

東京都港区赤坂 8 丁目 5 番 26 号 

（コード番号9744 東証・名証第一部） 

（URL  http://www.meitec.co.jp） 

問合せ先 執行役員 上村正人 

（TEL 03 – 5413 – 2633 広報部） 

 

2008200820082008 年年年年 3333 月期業績予想月期業績予想月期業績予想月期業績予想のののの修正修正修正修正にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    
 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2007年11月7日に公表した2008年3月期（2007年4月1日～2008

年3 月31 日）の業績予想を下記のとおり修正しますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1．2008 年3 月期業績予想数値の修正（2007 年4 月1 日～2008 年3 月31 日） 

〈連結〉 

（単位：百万円）  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想※ （A） 83,000 11,000 11,000 5,000 

今回修正予想 （B） 83,000 11,000 11,000 4,500 

増減額 （B－A） ― ― ― △500 

増減率 （B－A）÷（A） ― ― ― △10.0％ 

参考：2007 年3 月期実績 82,229 11,581 11,487 295 

 

〈単体〉 

（単位：百万円）  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想 （A） 63,000 10,200 10,500 4,800 

今回修正予想 （B） 63,000 10,500 10,800 4,600 

増減額 （B－A） ― ＋300 ＋300 △200 

増減率 （B－A）÷（A） ― ＋2.9% ＋2.9% △4.2% 

参考：2007 年3 月期実績 61,795 10,621 15,500 △83 

    

    

2．修正の理由 

〈連結〉 

以下のとおり、5 億円程度の特別損失の追加発生が見込まれるため、当期純利益の予想値を同額修正
するものです。 

① 退職給付関連：2.7 億円 
当社単体において、次年度から確定拠出年金制度に移行する予定であり、今年度中に、確定給
付年金制度下の数理計算上の差異などを全額処理する必要があります。かかる状況下、既に約
10 億円の損失を予想に織り込んでいましたが、昨今の年金資産運用の低迷を受けた追加の処理
損失が 2.7 億円程度発生することが見込まれます。 

② 資金運用関連：1.0 億円 
当社単体において、投資信託を含む有価証券で約20 億円運用していましたが、昨今の株式市況
等の低迷を勘案し、有価証券運用を圧縮しています。これに伴う売却損失が 1 億円程度発生する
見込みであります。 

③ のれん関連：1.3 億円 
一部子会社の業績低迷を踏まえ、将来キャッシュフロー等の見積もりを試算した所、連結資産の
「のれん」の一部について、1.3 億円程度の減損処理が発生する見込みであります。 

（財）財務会計基準機構会員
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〈単体〉 

以下のとおり、5 億円程度の特別損失の追加発生が見込まれますが、営業利益が予想に比して 3 億円
程度の増益が見込まれるため、ネット 2 億円程度の追加損失分について、当期純利益の予想を修正する
ものです。 

④ 退職給付関連：2.7 億円 
上記①と同様の理由により、昨今の年金資産運用の低迷を受けた追加の処理損失が 2.7 億円程
度発生することが見込まれます。 

⑤ 資金運用関連：1.0 億円 
上記②と同様の理由により、売却損失が 1 億円程度発生する見込みであります。 

⑥ 子会社株式評価損関連：1.3 億円 

一部子会社の業績低迷を踏まえて試算した所、子会社株式の評価損として想定比1.3億円程度の

追加損失が発生する見込みであります。 

 

【備考】 

単体の営業利益は公表予想に比して、3 億円程度の増益が見込まれますが、連結ベースの予想に変

更ありません。 

    
    

3．2008 年3 月期期末配当金について 

今回の当期純利益の修正にいたった損失の大半はキャッシュ・フローへの影響が軽微であることから、

2007 年11 月7 日に公表した予想値の 1 株当たりの期末配当34 円00 銭は変更しません。 

 
 
ご注意 ： 本業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 

以 上 


